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2020年
ねん

11月
がつ

28日
にち

に「第
だい

９回
かい

立 教
りっきょう

大学
だいがく

留 学 生
りゅうがくせい

による日本語
に ほ ん ご

スピーチコンテスト～東 京
とうきょう

セントポールライオンズク

ラブ杯
はい

～」が 行
おこな

われ、初 級
しょきゅう

・ 中 級
ちゅうきゅう

・ 上 級
じょうきゅう

の 10人
にん

の出 場 者
しゅつじょうしゃ

が、スピーチを 行
おこな

いました。今年
こ と し

は初
はつ

のオンラ

イン開催
かいさい

となり、立 教
りっきょう

大学
だいがく

の学生
がくせい

もスピーチアドバイザーや実行
じっこう

委員
い い ん

として知恵
ち え

を出
だ

し合
あ

い、学生
がくせい

みんなで作
つく

る

スピーチコンテストとなりました。 

    ザムディオ ペラソ ブルノ ホセさん 

           （コミュニティ福祉学
ふ く し が く

研究科
けんきゅうか

） 

このコンテストはすばらしい経験
けいけん

になりました。当日
とうじつ

、風邪
か ぜ

を引
ひ

いて 

いましたが、全 力
ぜんりょく

でスピーチすることができました。 賞
しょう

をもらう 

ことができてとてもうれしいです。感謝
かんしゃ

しています。 

  Participating in the contest was a great experience. 
  That day I had a cold and my voice was weak.  
  However,  I used all my strength to give a good  
  performance. 
  I am so glad and grateful for this award. 

 
 

アドバイザー 

久保田
く ぼ た

 万愉
ま ゆ

さん（観光
かんこう

学部
が く ぶ

）  

ブルノさんとの練 習
れんしゅう

やおしゃべりから、

毎回
まいかい

たくさんの希望
き ぼ う

をもらいました。 

受 賞
じゅしょう

したこと、そして何
なに

より、彼
かれ

自身
じ し ん

が

楽しんで
たの      

スピ ーチを 披露
ひ ろ う

した 姿
すがた

に、

大きな
おお    

拍手
はくしゅ

を送
おく

りたいです。 

            ―――出場者
しゅつじょうしゃ

――― 

初級
しょきゅう

  グェン ティ ゴック マイさん 「わたしのぼうけん」 

     ハヤド ファテイマ イザフラさん 「にほんごのべんきょう」 

     ドーヴエルニユ エイドリアンさん 「わたしの日本
に ほ ん

デビュー」 

     ザムディオ ペラソ ブルノ ホセさん 「目的
もくてき

」 

中級
ちゅうきゅう

  オダイラ ミカさん 「日本
に ほ ん

についての誤解
ご か い

」 

上級
じょうきゅう

  ゴ エキセンさん 「グローバリズムとナショナリズムの狭間
は ざ ま

」 

 キム テヒョンさん 「小
ちい

さな成功
せいこう

を通
つう

じた習慣
しゅうかん

づくり」 

 グ ドンギュさん 「諦
あきら

めずに行動
こうどう

し続
つづ

けることの大切
たいせつ

さ」 

シェ シンさん 「美
うつく

しいアニメと私
わたし

」 

 イ チェウンさん 「水切
み ず き

り」 

 
スピーチコンテスト実 行

じっこう

委 員 長
いいんちょう

 髙本
たかもと

 真子
ま こ

さん（文
ぶん

学部
が く ぶ

） 

コンテスト史上
しじょう

初
はつ

のオンライン開催
かいさい

で不安
ふ あ ん

もあったと思います
おも     

が、今年
こ と し

は留 学 生
りゅうがくせい

10名
めい

が熱意
ね つ い

あるス

ピーチを披露
ひ ろ う

してくれました。世
よ

の中
なか

が混沌
こんとん

とする今
いま

だからこそ学ぶ
まな  

意欲
い よ く

を 失
うしな

わず、一生懸命
いっしょうけんめい

頑張る
が ん ば   

ことの大切さ
たいせつ  

を学
まな

びました。 出 場 者
しゅつじょうしゃ

の皆さん
み な    

お疲
つか

れさまです！ コンテストを画面
が め ん

越し
ご  

に

見守って
み ま も    

下さった
くだ      

全て
すべ  

の方
かた

に感謝申
かんしゃもう

し上
あ

げます。 

 

 

東京
とうきょう

セントポールライオンズクラブ 賞
しょう

 

出 場 者
しゅつじょうしゃ

と実行
じっこう

委員
い い ん

、みんなでがんばりました！ 


2020年 (ねん)11月 (がつ)28日 (にち)に「第 (だい)９回 (かい)立教 (りっきょう)大学 (だいがく)留学生 (りゅうがくせい)による日本語 (にほんご)スピーチコンテスト～東京 (とうきょう)セントポールライオンズクラブ杯 (はい)～」が行 (おこな)われ、初級 (しょきゅう)・中級 (ちゅうきゅう)・上級 (じょうきゅう)の10人 (にん)の出場者 (しゅつじょうしゃ)が、スピーチを行 (おこな)いました。今年 (ことし)は初 (はつ)のオンライン開催 (かいさい)となり、立教 (りっきょう)大学 (だいがく)の学生 (がくせい)もスピーチアドバイザーや実行 (じっこう)委員 (いいん)として知恵 (ちえ)を出 (だ)し合 (あ)い、学生 (がくせい)みんなで作 (つく)るスピーチコンテストとなりました。


　　　　ザムディオ ペラソ ブルノ ホセさん

　　　　　　　　　　　（コミュニティ福祉学 (ふくしがく)研究科 (けんきゅうか)）

このコンテストはすばらしい経験 (けいけん)になりました。当日 (とうじつ)、風邪 (かぜ)を引 (ひ)いて

いましたが、全力 (ぜんりょく)でスピーチすることができました。賞 (しょう)をもらう

ことができてとてもうれしいです。感謝 (かんしゃ)しています。

		Participating in the contest was a great experience.

		That day I had a cold and my voice was weak. 

		However, I used all my strength to give a good 

		performance.

		I am so glad and grateful for this award.






アドバイザー

久保田 (くぼた) 万愉 (まゆ)さん（観光 (かんこう)学部 (がくぶ)）　

ブルノさんとの練習 (れんしゅう)やおしゃべりから、毎回 (まいかい)たくさんの希望 (きぼう)をもらいました。

受賞 (じゅしょう)したこと、そして何 (なに)より、彼 (かれ)自身 (じしん)が楽しんで (たの　　　　　)スピーチを披露 (ひろう)した姿 (すがた)に、大きな (おお　　　)拍手 (はくしゅ)を送 (おく)りたいです。


　　　　　　　　　　　　―――出場者 (しゅつじょうしゃ)―――

初級 (しょきゅう)　 グェン ティ ゴック マイさん　「わたしのぼうけん」

　　　　 ハヤド　ファテイマ　イザフラさん　「にほんごのべんきょう」

　　　　 ドーヴエルニユ　エイドリアンさん　「わたしの日本 (にほん)デビュー」

　　　　 ザムディオ ペラソ ブルノ ホセさん　「目的 (もくてき)」

中級 (ちゅうきゅう)  オダイラ　ミカさん　「日本 (にほん)についての誤解 (ごかい)」

上級 (じょうきゅう)  ゴ　エキセンさん　「グローバリズムとナショナリズムの狭間 (はざま)」

　キム　テヒョンさん　「小 (ちい)さな成功 (せいこう)を通 (つう)じた習慣 (しゅうかん)づくり」

　グ　ドンギュさん　「諦 (あきら)めずに行動 (こうどう)し続 (つづ)けることの大切 (たいせつ)さ」

シェ　シンさん　「美 (うつく)しいアニメと私 (わたし)」

　イ　チェウンさん　「水切 (みずき)り」




スピーチコンテスト実行 (じっこう)委員長 (いいんちょう)　髙本 (たかもと) 真子 (まこ)さん（文 (ぶん)学部 (がくぶ)）

コンテスト史上 (しじょう)初 (はつ)のオンライン開催 (かいさい)で不安 (ふあん)もあったと思います (おも　　　　　)が、今年 (ことし)は留学生 (りゅうがくせい)10名 (めい)が熱意 (ねつい)あるスピーチを披露 (ひろう)してくれました。世 (よ)の中 (なか)が混沌 (こんとん)とする今 (いま)だからこそ学ぶ (まな　　)意欲 (いよく)を失 (うしな)わず、一生懸命 (いっしょうけんめい)頑張る (がんば　　)ことの大切さ (たいせつ　　)を学 (まな)びました。出場者 (しゅつじょうしゃ)の皆さん (みな　　　)お疲 (つか)れさまです！　コンテストを画面 (がめん)越し (ご　)に見守って (みまも　　　)下さった (くだ　　　　　　)全て (すべ　　)の方 (かた)に感謝申 (かんしゃもう)し上 (あ)げます。






東京 (とうきょう)セントポールライオンズクラブ賞 (しょう)


出場者 (しゅつじょうしゃ)と実行 (じっこう)委員 (いいん)、みんなでがんばりました！



立教大学 日本語教育センター

＜池袋キャンパス＞マキムホール１階国際センター内

＜新座キャンパス＞７号館２階国際センター内

〒171-8501 東京都豊島区西池袋3-34-1
TEL：03-3985-4202 FAX：03-3985-2826 e-mail：nihongo@rikkyo.ac.jp
https://cjle.rikkyo.ac.jp/

今
いま

、 私
わたし

たちは Covid19 の影 響
えいきょう

で、これまでとは違
ちが

う日 常
にちじょう

を生
い

きています。立 教
りっきょう

大学
だいがく

に入 学
にゅうがく

し

たのに、まだ大学
だいがく

の教 室
きょうしつ

で授 業
じゅぎょう

を受
う

けられない人
ひと

、来日
らいにち

すらできていない人
ひと

、大学
だいがく

の友人
ゆうじん

や先生
せんせい

と会
あ

うことができなくなった人
ひと

、立 教
りっきょう

大学
だいがく

への留 学
りゅうがく

が決
き

まっていたのに中止
ちゅうし

になってしまった

人
ひと

。悲
かな

しくなったり、不安
ふ あ ん

になったりしているのではないでしょうか。でも、人
ひと

と人
ひと

とのつなが

りや外国
がいこく

への移動
い ど う

が制限
せいげん

されたからこそ、 私
わたし

たちはその大切
たいせつ

さに気
き

づくことができました。こ

の経験
けいけん

は、きっと皆
みな

さんの糧
かて

になるはずです。春
はる

が来
き

て 桜
さくら

が咲
さ

くころ、立 教
りっきょう

大学
だいがく

で皆
みな

さんに会
あ

うのを楽
たの

しみにしています。それまで、一緒
いっしょ

に頑張
が ん ば

りましょう！  
 

国際化
こくさいか

推進
すいしん

機構
きこ う

長
ちょう

 

池田
いけ だ

 伸子
のぶ こ

 先生
せんせい

 

 

2020年
ねん

12月
がつ

12日
にち
（土

ど
）に、日本語

に ほ ん ご
教育
きょういく

センターシンポジウム 2020「正規
せいき

学部
がく ぶ

留学生
りゅうがくせい

受
う
け入

い
れの新時代

しんじだい
に向

む
けて―海外

かいがい
の中等

ちゅうとう
教育
きょういく

の事情
じじょう

に学
まな
ぶ」が開催

かいさい
されました。

今回
こんかい

はオンラインでの開催
かいさい

となりました。当日
とうじつ

は、ベトナム、インドネシア、モンゴ

ルから現地
げんち

の専門家
せんもんか

を招
まね
き、近年

きんねん
の学習者

がくしゅうしゃ
や教育

きょういく
現場
げん ば

の動向
どうこう

についてお話
はな
ししてい

ただきました。 

留学生
りゅうがくせい

へのメッセージ 

日本語
に ほ ん ご

教 育
きょういく

センターシンポジウム 開催
かいさい

 

 

正規
せ い き

学部生
がく ぶせい

のみなさん、「グローバル教 養
きょうよう

副専攻
ふくせんこう

（G副専攻
ふくせんこう

）」について知
し

っ

ていますか？ ここでは、2020年度
ね ん ど

に新設
しんせつ

された留学生
りゅうがくせい

向
む

けの G副専攻
ふくせんこう

の

コースを紹 介
しょうかい

します。ぜひ、今後
こ ん ご

の履修
りしゅう

計画
けいかく

を立
た

てるときの参考
さんこう

にしてくだ

さい。 

 

G副専攻
ふくせんこう

は、「専門性
せんもんせい

に立
た

ち世界
せ か い

に通用
つうよう

する教養人
きょうようじん

の育成
いくせい

」を目 標
もくひょう

としていて、複数
ふくすう

の分野
ぶ ん や

にわたる知識
ち し き

を１つのテーマ

に沿
そ

って 修
しゅう

得
とく

するために作
つく

られたプログラムです。G副専攻
ふくせんこう

には、３つのコースがあります。その中
なか

の「Discipline 

Course」では、指定
し て い

された科目
か も く

を履修
りしゅう

して 16単位
た ん い

取得
しゅとく

すると、G副専攻
ふくせんこう

の 修 了
しゅうりょう

が認
みと

められます。「Discipline Course」

の中
なか

には、「Experience Opportunities in Japan for International Students（留学生
りゅうがくせい

向
む

けキャリアと日本語
に ほ ん ご

）」と

いうテーマがあります。このテーマの中
なか

で指定
し て い

されている科目
か も く

の中
なか

には、言語
げ ん ご

自由
じ ゆ う

科目
か も く

の日本語
に ほ ん ご

科目
か も く

も入
はい

っています。み

なさんが、すでに単位
た ん い

を取得
しゅとく

している科目
か も く

や、これから履修
りしゅう

しようと思
おも

っている科目
か も く

も入
はい

っているかもしれません。まず

は、指定
し て い

されている科目
か も く

を「グローバル教 養
きょうよう

副専攻
ふくせんこう

専用
せんよう

Web サイト」で確認
かくにん

してみましょう！ 

 

「グローバル教養
きょうよう

副専攻
ふ く せ ん こう

専用
せんよう

Web サイト」 ⇒ https://spirit.rikkyo.ac.jp/rmp/Pages/ 

※Web サイトの「コース概要
がいよう

」から、３つコースの説明
せつめい

とテーマごとの指定
し て い

科目
か も く

の一覧表
いちらんひょう

が見
み

られます！ 

 


今 (いま)、私 (わたし)たちはCovid19の影響 (えいきょう)で、これまでとは違 (ちが)う日常 (にちじょう)を生 (い)きています。立教 (りっきょう)大学 (だいがく)に入学 (にゅうがく)したのに、まだ大学 (だいがく)の教室 (きょうしつ)で授業 (じゅぎょう)を受 (う)けられない人 (ひと)、来日 (らいにち)すらできていない人 (ひと)、大学 (だいがく)の友人 (ゆうじん)や先生 (せんせい)と会 (あ)うことができなくなった人 (ひと)、立教 (りっきょう)大学 (だいがく)への留学 (りゅうがく)が決 (き)まっていたのに中止 (ちゅうし)になってしまった人 (ひと)。悲 (かな)しくなったり、不安 (ふあん)になったりしているのではないでしょうか。でも、人 (ひと)と人 (ひと)とのつながりや外国 (がいこく)への移動 (いどう)が制限 (せいげん)されたからこそ、私 (わたし)たちはその大切 (たいせつ)さに気 (き)づくことができました。この経験 (けいけん)は、きっと皆 (みな)さんの糧 (かて)になるはずです。春 (はる)が来 (き)て桜 (さくら)が咲 (さ)くころ、立教 (りっきょう)大学 (だいがく)で皆 (みな)さんに会 (あ)うのを楽 (たの)しみにしています。それまで、一緒 (いっしょ)に頑張 (がんば)りましょう！ 




国際化 (こくさいか)推進 (すいしん)機構 (きこう)長 (ちょう)

池田 (いけだ) 伸子 (のぶこ) 先生 (せんせい)




2020年 (ねん)12月 (がつ)12日 (にち)（土 (ど)）に、日本語 (にほんご)教育 (きょういく)センターシンポジウム2020「正規 (せいき)学部 (がくぶ)留学生 (りゅうがくせい)受 (う)け入 (い)れの新時代 (しんじだい)に向 (む)けて―海外 (かいがい)の中等 (ちゅうとう)教育 (きょういく)の事情 (じじょう)に学 (まな)ぶ」が開催 (かいさい)されました。今回 (こんかい)はオンラインでの開催 (かいさい)となりました。当日 (とうじつ)は、ベトナム、インドネシア、モンゴルから現地 (げんち)の専門家 (せんもんか)を招 (まね)き、近年 (きんねん)の学習者 (がくしゅうしゃ)や教育 (きょういく)現場 (げんば)の動向 (どうこう)についてお話 (はな)ししていただきました。


留学生 (りゅうがくせい)へのメッセージ


日本語 (にほんご)教育 (きょういく)センターシンポジウム　開催 (かいさい)




正規 (せいき)学部生 (がくぶせい)のみなさん、「グローバル教養 (きょうよう)副専攻 (ふくせんこう)（G副専攻 (ふくせんこう)）」について知 (し)っていますか？ ここでは、2020年度 (ねんど)に新設 (しんせつ)された留学生 (りゅうがくせい)向 (む)けのG副専攻 (ふくせんこう)のコースを紹介 (しょうかい)します。ぜひ、今後 (こんご)の履修 (りしゅう)計画 (けいかく)を立 (た)てるときの参考 (さんこう)にしてください。




G副専攻 (ふくせんこう)は、「専門性 (せんもんせい)に立 (た)ち世界 (せかい)に通用 (つうよう)する教養人 (きょうようじん)の育成 (いくせい)」を目標 (もくひょう)としていて、複数 (ふくすう)の分野 (ぶんや)にわたる知識 (ちしき)を１つのテーマに沿 (そ)って修 (しゅう)得 (とく)するために作 (つく)られたプログラムです。G副専攻 (ふくせんこう)には、３つのコースがあります。その中 (なか)の「Discipline Course」では、指定 (してい)された科目 (かもく)を履修 (りしゅう)して16単位 (たんい)取得 (しゅとく)すると、G副専攻 (ふくせんこう)の修了 (しゅうりょう)が認 (みと)められます。「Discipline Course」の中 (なか)には、「Experience Opportunities in Japan for International Students（留学生 (りゅうがくせい)向 (む)けキャリアと日本語 (にほんご)）」というテーマがあります。このテーマの中 (なか)で指定 (してい)されている科目 (かもく)の中 (なか)には、言語 (げんご)自由 (じゆう)科目 (かもく)の日本語 (にほんご)科目 (かもく)も入 (はい)っています。みなさんが、すでに単位 (たんい)を取得 (しゅとく)している科目 (かもく)や、これから履修 (りしゅう)しようと思 (おも)っている科目 (かもく)も入 (はい)っているかもしれません。まずは、指定 (してい)されている科目 (かもく)を「グローバル教養 (きょうよう)副専攻 (ふくせんこう)専用 (せんよう)Webサイト」で確認 (かくにん)してみましょう！




「グローバル教養 (きょうよう)副専攻 (ふくせんこう)専用 (せんよう)Webサイト」　⇒　https://spirit.rikkyo.ac.jp/rmp/Pages/

[bookmark: _Hlk58428261][bookmark: _Hlk58428262]※Webサイトの「コース概要 (がいよう)」から、３つコースの説明 (せつめい)とテーマごとの指定 (してい)科目 (かもく)の一覧表 (いちらんひょう)が見 (み)られます！
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